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居酒屋 優心 新上五島町

月
ご
ろ
ま
で
の
限
定
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岩牡蠣のグラタン風

地
元
の
旬
の
素
材
を
生
か

し
た
料
理
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
お
薦
め
は
「
岩
牡
蠣
の

グ
ラ
タ
ン
風
」（
７
０
０
円
、

写
真
右
下
）
。
ホ
ワ
イ
ト
ソ

ー
ス
と
チ
ー
ズ
が
、
大
ぶ
り

の
岩
牡
蠣
と
絶
妙
に
絡
み
合

い
、
お
い
し
い
で
す
。

岩
牡
蠣
は
生（
６
０
０
円
、

同
左
下
）
、
し
ょ
う
ゆ
バ
タ

ー
焼
き（
６
５
０
円
、同
上
）

も
あ
り
ま
す
。
３
品
と
も
予

約
必
要
で
、

月
ご
ろ
ま
で

の
期
間
限
定
で
す
。

観
光
客
の
来
店
も
多
く
、

上
五
島
の
新
鮮
な
魚
介
類
を

「
食
べ
た
こ
と
が
な
い
く
ら

い
お
い
し
い
」
と
感
動
し
て

く
れ
る
の
が
、
う
れ
し
い
で

す
。営

業
時
間
は
午
後
６
時
〜

午
前
０
時
、
不
定
休
。
新
上

五
島
町
青
方
郷
。
電
話
０
５

０
・
１
１
２
５
・
８
８
１

３
。

（
平
田
有
子
）

紙面編集・松本博文
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（
28
日
）

●◎
※
現
場
相
場
の
数
値
は
消
費
税
含
み

と
含
ま
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

◇◆

市
場
名
の
下
は
入
荷
量
（
単
位
㌧
）

大
阪
の
野
菜
は
「
高
値
｜
中
値
」

値
段
は
卸
キ
ロ
当
た
り
円

【
東
京
、
大
阪
の
野
菜
は
農
水
省
調
査
】
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ｂ

大 阪

野菜 976 果実 277
ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺ

北海道10 1296
長崎 10 1512
長野 10 1188
徳島 5 2700
熊本 4 1512
愛媛 5 1404

ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺ
徳島 01 151
長崎 10 1728
兵庫 10 2160
長野 10 1512
岡山 2 1296
宮崎 013 54

ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺ
高知 4 3240
群馬 10 2052

－
長崎 10 1782
岐阜 36 2592
長野 15 1296

ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺ
長野 4 2052－1728
比国 13 3780－2484
鳥取 155 7560－3780

－
静岡 ㌜ 27864－11124
青森 10 7020－3240

ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
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東 京 （ 大 田 ）

野菜 2095 果実 609
ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺ

青森 10 1404－864
千葉 10 2160－1404
千葉 10 864

－
栃木 035 194－108
埼玉 5 1458－864

ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺ
岩手 01 130－ 65
長崎 10 1404－1080
佐賀 20 5076－4320
長野 10 1858－1037
高知 5 1620－1080
茨城 015 54－ 32

ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺ
－

群馬 10 1620－1404
長野 01 151－130
鹿児島10 2700
群馬 02 119－ 76
長野 15 1296－864

ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺ
長野 4 1944－1728

－
鳥取 155 5184

－
静岡 4320－1296
青森 10 7560
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入 荷 量
ＺＺＺＺＺＺＺＺ

ダ イ コ ン
ニ ン ジ ン
キ ャ ベ ツ
小 ネ ギ
ト マ ト
キ ュ ウ リ

ＺＺＺＺＺＺＺＺ
生 シ イ タ ケ
バ レ イ シ ョ
タ マ ネ ギ
レ タ ス
ナ ス
ピ ー マ ン

ＺＺＺＺＺＺＺＺ
シ ョ ウ ガ
ゴ ボ ウ
アスパラガス
カ ボ チ ャ
ホ ウ レ ン 草
ハ ク サ イ

ＺＺＺＺＺＺＺＺ
ブロッコリー
バ ナ ナ
ス イ カ
ビ ワ
メ ロ ン
リ ン ゴ
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ｂ

県 央 大 村

野菜 36果実 10
ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺ

本 150－ 20
150－ 20
55－ 5
850－200

箱 1200－ 50
箱 700－200

ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺ
Ｐ 100－ 30

80－ 5
200－ 80

箱 1400－800
箱 1300－300
袋 65－ 30

ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺ
600－100
300－200

束 120－ 30
箱 1200－500
束 120－ 80
箱 1300－800

ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺ
コ 165－140
箱 3000－1900
箱 3800－550

－
箱 2500－2000
箱 5450－2800

ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
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ｂ
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ｂ
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ｂ
ｂ
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諫 早 大 同

野菜 30果実 8
ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺ

本 135－ 86
108－ 43
97－ 70
648－216

箱 1620－324
箱 756－324

ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺ
Ｐ 140－ 43

65－ 43
248－151

箱 1242－1080
箱 864－324
袋 54－ 43

ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺ
432－297
270－ 86

束 130－ 54
76－ 43

束 135－ 65
箱 1296－1080

ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺ
486

箱 2808－2160
コ 2349－864

－
コ 1080－180

－

ｂ
ｂ
ｂ
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ｂ
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ｂ
ｂ

諫 早

野菜 20果実 3
ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺ

本 162－ 11
184－ 32
97－ 32
864－216

箱 1620－216
箱 864－ 54

ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺ
Ｐ 130－ 54

108－ 11
248－ 54

箱 1188－540
箱 1080－216
袋 54－ 11

ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺ
648－162
259－162
－

箱 2160－324
束 151－ 86
箱 1404－756

ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺ
箱 3780－3240
箱 4212－2592
コ 1728－648

－
－

箱 6264－3024

ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
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佐 世 保

野菜 64果実 23
ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺ

本 130－ 92
184－ 97
65－ 16

1510－430
378－ 27
173－ 22

ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺ
Ｐ 65－ 22

86－ 22
270－108
173－ 86
259－ 43

袋 65－ 22
ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺ

－
－
－

162－ 32
束 119－ 76

115－ 65
ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺ

－
241
216－ 65
－

1013－608
605－518

ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
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ｂ
ｂ
ｂ

長 崎

野菜172果実 90
ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺ

本 140－130
46
97－ 91
970－760
216－135
216－ 65

ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺ
Ｐ 119－ 27

43
238－194
140－ 97
281－194

袋 65－ 32
ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺ

486－459
259－227
－

86
束 130－119

58－ 36
ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺ

691－495
223－216
166－116
－

628
540－486

入 荷 量
ＺＺＺＺＺＺＺＺＺ

ダ イ コ ン
ニ ン ジ ン
キ ャ ベ ツ
小 ネ ギ
ト マ ト
キ ュ ウ リ

ＺＺＺＺＺＺＺＺＺ
生 シ イ タ ケ
バ レ イ シ ョ
タ マ ネ ギ
レ タ ス
ナ ス
ピ ー マ ン

ＺＺＺＺＺＺＺＺＺ
シ ョ ウ ガ
ゴ ボ ウ
アスパラガス
カ ボ チ ャ
ホ ウ レ ン 草
ハ ク サ イ

ＺＺＺＺＺＺＺＺＺ
ブロッコリー
バ ナ ナ
ス イ カ
ビ ワ
メ ロ ン
リ ン ゴ

ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ

北 九 州

野菜 294 果実 52
ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺ

各地 10 1296－1080
長崎 10 1944－1296
各地 10 1404－1080

－
各地 4 1296－108
各地 5 1296－216

ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺ
各地 01 130－ 27
各地 10 2160－756
佐賀 10 2592－1620
長野 10 1944－648
各地 5 1512－540
各地 013 54－ 32

ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺ
－

鹿児島02 140－ 97
－

各地 10 2376－756
各地 02 140－ 2
各地 15 1404－864

ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺ
－

比国 13 2700－2592
鳥取 155 5886－2592
福岡 028 491－254
静岡 9 18684－9720
青森 10 6804－4536

ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
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ｂ
ｂ
ｂ
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ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ

福 岡

野菜 909 果実 224
ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺ

各地 箱 1404－216
各地 10 1836－216
各地 10 1080－108

－
各地 4 1728－324
各地 5 1620－324

ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺ
各地 01 172－ 27
各地 10 1296－ 22
各地 10 3240－864
長野 箱 1620－972
各地 箱 1512－216
大分 015 64－ 43

ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺ
－

各地 5 1620－324
－
－

各地 束 97－ 32
長野 15 1412－540

ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺ
－

比国 13 3942－2700
鳥取 15 5400－3024

－
－

青森 10 6480－3456
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∪
∪
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∪
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∪
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入 荷 量
ＺＺＺＺＺＺＺＺ

ダ イ コ ン
ニ ン ジ ン
キ ャ ベ ツ
小 ネ ギ
ト マ ト
キ ュ ウ リ

ＺＺＺＺＺＺＺＺ
生 シ イ タ ケ
バ レ イ シ ョ
タ マ ネ ギ
レ タ ス
ナ ス
ピ ー マ ン

ＺＺＺＺＺＺＺＺ
シ ョ ウ ガ
ゴ ボ ウ
アスパラガス
カ ボ チ ャ
ホ ウ レ ン 草
ハ ク サ イ

ＺＺＺＺＺＺＺＺ
ブロッコリー
バ ナ ナ
ス イ カ
ビ ワ
メ ロ ン
リ ン ゴ

ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ

野 田

野菜 3果実 1
ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺ

本 130－ 54
130－ 32
86－ 32

束 76－ 32
箱 1296－324
本 32－ 16

ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺ
Ｐ 108－ 76

108－ 32
259－ 76

箱 2160－540
本 76－ 22
袋 108－ 54

ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺ
432－108

袋 162－108
束 140－ 65
コ 324－108
束 130－ 76
箱 2160－648

ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺ
コ 140－ 86

313
コ 1944－864
Ｐ 216－108
箱 2160－1296
箱 6480－3240

ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ

加 津 佐

野菜 2果実 1
ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺ

本 160
箱 1230
箱 1000
束 60－ 40
箱 900
箱 1000

ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺ
Ｐ 70
箱 1000
箱 1500
箱 1850
袋 80
袋 60

ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺ
200
175

束 100
コ 200
束 120－100
箱 1100

ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺ
コ 60
箱 3250

－
Ｐ 300－200
箱 1500
箱 5400

ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ

有 家 中 央

野菜 8果実 3
ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺ

本 130－ 70
100－ 70
60－ 30

束 70－ 50
箱 500－300
箱 700－300

ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺ
Ｐ 100－ 70

70－ 20
250－100

箱 1300－1000
本 50－ 30
袋 50－ 30

ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺ
500－300
300－100

束 70－ 20
コ 250－ 50
束 110－ 70
箱 1000－500

ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺ
コ 180－150
箱 2300－2200
コ 1500－300

－
箱 3000－1500
箱 5000－3000
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島 原 卸

野菜 26果実 8
ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺ

本 110－ 50
箱 800－400
箱 700－400
束 30－ 25
箱 700－300
箱 800－400

ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺ
Ｐ 200－150
箱 800－300

230－150
箱 1300－1000
箱 800－500
箱 800－600

ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺ
箱 2000

190－160
束 100－ 50
コ 300－ 70
束 120－ 60
箱 1000－900

ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺ
箱 4320
箱 2500－2300
コ 2200－1800

－
箱 2500－2300
箱 6500－4500
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島 原

野菜 23果実 8
ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺ

本 125－ 70
180－ 20

箱 550－300
束 100－ 30
箱 1300－300
箱 300－100

ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺ
Ｐ 120－ 60

－
150

箱 1500－1300
箱 800－600
袋 40－ 30

ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺ
550－100
－

束 100－ 80
コ 150－100
束 120－ 50
箱 1500－800

ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺ
－

210
コ 700－300

－
箱 2200－1000

－

入 荷 量
ＺＺＺＺＺＺＺＺＺ

ダ イ コ ン
ニ ン ジ ン
キ ャ ベ ツ
小 ネ ギ
ト マ ト
キ ュ ウ リ

ＺＺＺＺＺＺＺＺＺ
生 シ イ タ ケ
バ レ イ シ ョ
タ マ ネ ギ
レ タ ス
ナ ス
ピ ー マ ン

ＺＺＺＺＺＺＺＺＺ
シ ョ ウ ガ
ゴ ボ ウ
アスパラガス
カ ボ チ ャ
ホ ウ レ ン 草
ハ ク サ イ

ＺＺＺＺＺＺＺＺＺ
ブロッコリー
バ ナ ナ
ス イ カ
ビ ワ
メ ロ ン
リ ン ゴ
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⇔
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⇔
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⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
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⇔
⇔
⇔
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ｂ
ｂ
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ｂ
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ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ

28
日
・
卸
㌔
単
位
円

長 崎

や す み

佐 世 保

◇総入荷量19㌧

もちあい

◇近海もの

養殖ハマチ1200－1150

養殖ダイ 1050－9000

網タイ、小タイ

1800－1000

タ コ 1300－800

サ ザ エ 780

◇青もの

ヒラス1－3入

500－300

ネリ5－6入

1000－900

松浦（西日本魚市）

◇総入荷量199㌧

もちあい

◇近海もの（箱）

釣りヤリイカ2段

6600－4000

ヤリイカ25段

6000－4000

ヤリイカ3段

6000－3700

ヤリイカ35段

5000－3500

ヤリイカ4段

4000－2500

◇小型まき網もの 箱

沿岸マアジ210入

2500

沿岸アオアジ 40－55

入 6000－4000

沿岸ローソクマサバ

1200－1000

沿岸マイワシ

855

沿岸カタクチイワシ

858－758

◇大型まき網もの 箱

対馬ローソクマサバ

1477

東海マアジ70－ 入

14000－8000

マアジ105－130入

10000－5000

マアジ150－170入

4000－2600

マアジ180－200入

2500－1800

マメマアジ996

東海アオアジ80－100

入 2000－1500

東海ローソクマサバ

1156－800

東海ローソクゴマサバ

1789－1679

福 岡

◇総入荷量214㌧

もちあい

養殖カンパチ

1782｜1674

養殖ダイ 1134｜918

養殖ハマチ1620｜1512

養殖ヒラメ2322｜1944

ア ワ ビ27000｜3240

サ ザ エ 1188｜810

生ウニ005㌔

2700｜1080

クルマエビ

14040｜3240

養殖ホンマグロ

3456｜2916

コダイ5㌔

4860｜2160

キビナゴ3㌔

1404｜1080

イワシ中小4㌔

1404｜864
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⊃

県
茶
品
評
会

蒸
し
製
玉
緑
茶
部
門

最
高
賞
に
尾
上
さ
ん
東彼杵

⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
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⇔
⇔
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⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
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⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔

長
崎
市
千
歳
町
の
チ
ト
セ
ピ
ア
内
の

店
舗
で
つ
く
る
チ
ト
セ
ピ
ア
テ
ナ
ン

ト
会
は
７
月
２
日
、
２
千
円
分
が
得
に

な
る
「
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
」
を
１
セ

ッ
ト
１
万
円
で
販
売
す
る
。
先
着
１
５

０
０
セ
ッ
ト
。

商
品
券
は
、
イ
オ
ン
チ
ト
セ
ピ
ア
店

な
ど
で
利
用
で
き
る
イ
オ
ン
商
品
券
１

万
円
分
（
千
円
券

枚
つ
づ
り
）
と
、

テ
ナ
ン
ト
会
の

店
舗
で
使
え
る
チ
ト

セ
ピ
ア
専
門
店
街
お
買
い
物
券
２
千
円

分
（
５
０
０
円
券
４
枚
つ
づ
り
）
の
セ

ッ
ト
。

２
日
午
前

時
か
ら
１
階
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
横
で
販
売
。
整
理
券
は
同

日
午
前
９
時
半
ご
ろ
か
ら
１
階
正
面
玄

関
で
配
布
す
る
。
中
学
生
以
上
の
１
人

２
セ
ッ
ト
限
り
。
イ
オ
ン
商
品
券
は
利

用
期
限
な
し
。
専
門
店
街
お
買
い
物
券

は

月

日
ま
で
。

新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
落
ち
込
ん
だ
消
費

を
喚
起
し
、
商
店
街
の
に
ぎ
わ
い
を
取

り
戻
そ
う
と
、
市
の
補
助
金
を
活
用
し

て
商
品
券
を
発
行
。
担
当
者
は
「
物
価

高
も
続
い
て
い
る
の
で
、
多
く
の
人
に

お
得
に
買
い
物
し
て
ほ
し
い
」と
Ｐ
Ｒ
。

利
用
可
能
店
舗
は
チ
ト
セ
ピ
ア
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
。
テ
ナ
ン
ト
会
（
電
０

９
５
・
８
４
２
・
２
１
１
１
）
。

（
柴
﨑
優
衣
）
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⊃

チトセピアテナント会

「
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
」販
売
来
月
２
日
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中興化成工業に優秀賞

建築用膜材、松浦工場で製造

優秀賞の表彰状や盾と建築用
膜材（手前）

＝中興化成工業提供
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⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
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⇔
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⇔
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⇔
⇔
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⇔
⇔
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大
石
知
事
（
左
）
に
要
請
書
を
手
渡
し

た
辻
田
会
長

県
庁

生
産
資
材
高
騰

県
に
支
援
要
請

Ｊ
Ａ
県
中
央
会

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
や

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
な

ど
の
影
響
で
、
農
業
生
産
資
材

の
価
格
が
高
騰
し
て
い
る
と
し

て
、
Ｊ
Ａ
県
中
央
会
な
ど
は

日
、
県
に
経
済
支
援
策
や
国
へ

の
働
き
か
け
を
求
め
た
。

辻
田
勇
次
会
長
ら
３
人
が
県

庁
を
訪
れ
、
大
石
賢
吾
知
事
に

要
請
書
を
手
渡
し
た
。
要
請
書

は
▽
肥
料
の
価
格
高
騰
に
対

す
る
影
響
緩
和
対
策
の
仕
組

み
づ
く
り
▽
燃
料
や
飼
料
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
対
策

の
安
定
運
営
・
改
善
▽
コ
ロ
ナ

関
連
対
策
の
継
続
｜
の
３
点

が
柱
。

辻
田
会
長
は
「
農
家
の
皆
さ

ん
が
大
変
苦
労
さ
れ
て
い
る
。

国
と
一
体
と
な
っ
て
支
援
策
を

お
願
い
し
た
い
」
と
要
望
。
大

石
知
事
は
「
国
に
対
し
て
要
望

し
、
県
と
し
て
も
し
っ
か
り
支

援
し
て
い
く
。
皆
さ
ん
が
安
心

し
て
生
産
活
動
を
継
続
で
き
る

よ
う
に
対
策
を
講
じ
る
」
と
答

え
た
。

（
中
島
崇
雄
）
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⇔
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⇔
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⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
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⇔
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「
お
茶
の
山
口
園
」破
産
へ

グ
ル
ー
プ
会
社
も

手
続
き
開
始
決
定
負債 億円超

九
州
・
山
口
各
県
で
茶
葉
の

加
工
販
売
を
手
が
け
て
い
た

「
お
茶
の
山
口
園
」（
長
崎
市
）

と
グ
ル
ー
プ
会
社
が
長
崎
地
裁

か
ら
破
産
手
続
き
の
開
始
決
定

を
受
け
た
こ
と
が

日
、
分
か

っ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

禍
に
よ
る
売
り
上
げ
減
少
な
ど

が
要
因
。

帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
長
崎
支

店
に
よ
る
と
、
負
債
総
額
は

２
社
合
計
で
約

億
１
千
万

円
。
お
茶
の
山
口
園
は
１
９
６

２
年
２
月
に
創
業
。
商
業
施
設

な
ど
に
直
営
店
を
置
き
、
ピ
ー

ク
時
は
約

店
舗
を
展
開
。
２

０
０
２
年
９
月
期
の
売
上
高
は

約

億
１
５
０
０
万
円
だ
っ

た
。ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
茶
の
普
及
や

贈
答
品
用
の
お
茶
の
需
要
低

下
な
ど
で
売
り
上
げ
が
減
少
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
よ

る
店
舗
の
休
業
や
時
短
営
業

が
影
響
し
て
業
績
が
悪
化
。
近

年
は
赤
字
が
続
き
、
債
務
超

過
状
態
だ
っ
た
。
全
直
営
店
を

閉
鎖
、

日
に
破
産
手
続
き
開

始
決
定
を
受
け
た
。
不
動
産

管
理
な
ど
を
手
が
け
て
い
た

グ
ル
ー
プ
会
社
の
山
口
園
商

事
も
連
鎖
し
た
。（

柴
﨑
優
衣
）

フ
ッ
素
樹
脂
加
工
メ
ー
カ
ー

の
中
興
化
成
工
業
（
庄
野
直
之

社
長
、
東
京
）
が
製
造
し
、
屋

根
な
ど
に
使
わ
れ
る
建
築
用
膜

材
が
、
優
れ
た
建
築
材
料
や
住

宅
設
備
を
表
彰
す
る
「
Ｋ
Ｅ
Ｎ

Ｔ
Ｅ
Ｎ

Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｄ
（
ケ
ン

テ
ン

ア
ワ
ー
ド
）２
０
２
２
」

で
、
最
高
賞
に
次
ぐ
優
秀
賞
を

受
賞
し
た
。

「
Ｋ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｎ

Ａ
Ｗ
Ａ

Ｒ
Ｄ
」
は
日
本
建
築
材
料
協
会

な
ど
が
主
催
。
本
年
度
は
最
終

選
考
に
進
ん
だ

点
の
う
ち
８

点
が
入
賞
し
た
。
同
社
は
優
秀

賞
の
一
つ
、
「
一
般
社
団
法
人

大
阪
府
建
築
士
事
務
所
協
会

賞
」
に
選
ば
れ
た
。

受
賞
し
た
の
は
、
同
社
松
浦

工
場
で
製
造
し
て
い
る
「
建
築

用
膜
材
（
Ｃ
ｈ
ｕ
ｋ
ｏ
ｈ

Ｓ

Ｋ
Ｙ
）
Ｆ
Ｇ
Ｔ
シ
リ
ー
ズ
」
。

グ
ラ
ス
フ
ァ
イ
バ
ー
繊
維
の
生

地
に
フ
ッ
素
樹
脂
を
コ
ー
テ
ィ

ン
グ
し
た
建
築
用
材
で
、
０
・

６
〜
１
・
０
㍉
の
薄
さ
な
が

ら
、

年
以
上
継
続
し
て
使
用

で
き
る
強
度
が
特
徴
。
白
い
美

観
を
保
ち
、
透
光
性
に
優
れ
、

太
陽
光
が
室
内
に
取
り
込
ま
れ

て
明
る
い
空
間
を
演
出
で
き
る

と
い
う
。

同
社
は
１
９
６
３
年
、
松
浦

市
で
創
業
。
建
築
用
屋
根
膜
材

の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
知
ら

れ
、
２
０
０
８
年
の
北
京
五
輪

の
開
会
式
場
と
な
っ
た
通
称

「
鳥
の
巣
」に
も
採
用
さ
れ
た
。

県
内
で
は
諫
早
市
の
ト
ラ
ン
ス

コ
ス
モ
ス
ス
タ
ジ
ア
ム
長
崎
や

Ｊ
Ｒ
長
崎
駅
の
新
幹
線
駅
舎
の

屋
根
材
に
も
使
用
さ
れ
て
い

る
。

（
大
場
泰
造
）

県
産
一
番
茶
の
品
質
を
競
う

第

回
県
茶
品
評
会
審
査
会
が

日
、
東
彼
東
彼
杵
町
彼
杵
宿

郷
の
町
総
合
会
館
で
あ
り
、
蒸

し
製
玉
緑
茶
部
門
の
最
高
賞
に

当
た
る
農
林
水
産
省
農
産
局
長

賞
に
同
町
の
尾
上
和
彦
さ
ん
が

選
ば
れ
た
。

県
産
茶
の
品
質
と
製
茶
技
術

の
向
上
を
目
的
に
、
県
茶
業
振

興
協
議
会
が
開
催
。
蒸
し
製
玉

緑
茶
部
門
に
、
同
町
と
佐
世
保

市
の
生
産
者
が

点
を
出
品
。

茶
業
関
係
者
ら
審
査
員

人

が
、
茶
葉
の
見
た
目
、
入
れ
た

お
茶
の
色
合
い
、
お
い
し
さ
、

香
り
の
４
項
目
を
審
査
し
た
。

出
品
茶
は
全
て
、
８
月
下
旬
に

京
都
府
で
開
か
れ
る
全
国
茶
品

評
会
に
出
品
さ
れ
る
。

一
般
消
費
者
向
け
の
緑
茶
を

審
査
す
る
一
般
茶
部
門
に
は
、

７
市
町
か
ら

点
の
出
品
が
あ

っ
た
。
最
高
賞
の
農
林
水
産
大

臣
賞
に
東
彼
杵
町
の
大
山
良
貴

さ
ん
が
選
ば
れ
た
。

（
佐
崎
智
章
）

他
の
入
賞
者
は
次
の
通
り
。

（
敬
称
略
）

【
蒸
し
製
玉
緑
茶
】
②
西
坂
秀

徳
（
東
彼
杵
）
③
福
田
新
也
（
同
）

④
大
山
良
貴
（
同
）
⑤
中
山
雄
太

（
同
）

【
一
般
茶
】
②
大
場
晃
子
（
東

彼
杵
）
③
近
藤
憲
治
（
同
）
④
中

里
孝
幸（
同
）⑤
喜
々
津
雄
一（
同
）

議
員
総
会
で
あ
い
さ
つ
す
る
宮
脇

会
頭
（
中
央
）

長
崎
市
桜
町
、
長
崎
商
工
会
館

「
コ
ロ
ナ
関
連

支
援
に
注
力
」

長
崎
商
議
所
総
会

長
崎
商
工
会
議
所
は

日
、

長
崎
市
内
で
議
員
総
会
を
開
い

た
。
宮
脇
雅
俊
会
頭
は
「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
の
支
援

は
本
年
度
も
最
重
要
課
題
の
一

つ
と
し
て
引
き
続
き
力
を
入
れ

て
い
る
」
と
報
告
し
た
。

県
内
の
感
染
者
数
は
一
時
期

と
比
べ
大
幅
に
減
少
。
人
の
動

き
も
少
し
ず
つ
回
復
傾
向
に
あ

り
、
修
学
旅
行
生
や
観
光
客
も

増
え
、
外
国
人
観
光
客
の
受
け

入
れ
も
始
ま
っ
た
。
９
月
の
西

九
州
新
幹
線
開
業
に
も
触
れ

「
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
観
光
復
活

の
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
。
長
崎
観

光
の
な
お
一
層
の
磨
き
上
げ
に

官
民
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
く

必
要
が
あ
る
」
と
語
っ
た
。

議
員
ら
約

人
が
出
席
。
役

員
ら
の
表
彰
も
あ
っ
た
。

（
中
島
崇
雄
）

被
表
彰
者
は
次
の
通
り
。

（
敬
称
略
）

【
被
表
彰
者
】
▽
役
員
・
議
員

年

中
牟
田
新
一
▽
同

年

西
亮
、
川
崎
孝
▽
職
員

年

嶋
進
▽
同

年

平
山
浩
司
▽
同

年

前
田
健
也
、
弥
長
三
咲

▼
キ
ャ
リ
ア
・
シ
フ
ト
チ
ェ
ン

ジ
講
座

長
崎
市
の
ジ
ョ
ブ
マ
ッ

チ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
長
崎
は
７
月

日
午
後
１
時
半
〜
３
時
、
「
キ
ャ

リ
ア
・
シ
フ
ト
チ
ェ
ン
ジ
講
座
」

を
ビ
デ
オ
会
議
シ
ス
テ
ム
「
Ｚ
ｏ

ｏ
ｍ
（
ズ
ー
ム
）
」
で
開
く
。
役

職
定
年
前
の
ミ
ド
ル
シ
ニ
ア
期
を

中
心
に
、
自
分
の
強
み
を
生
か
し
、

生
涯
に
わ
た
っ
て
会
社
で
貢
献
す

る
た
め
の
意
識
改
革
や
、
自
分
ら

し
く
生
き
る
た
め
の
シ
フ
ト
チ
ェ

ン
ジ
に
つ
い
て
、
代
表
で
キ
ャ
リ

ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
峰
松
弘
子

さ
ん
が
解
説
。
申
し
込
み
は
９
日

ま
で
に
メ
ー
ル
（

）

で
。
峰
松
さ
ん
（
０
９
０
・
６
２

９
４
・
９
３
８
９
）

農
業
経
営
体

万
下
回
る

高
齢
化
で
離
農

法
人
増
加

農
林
水
産
省
が

日
発
表
し

た
２
０
２
２
年
の
農
業
構
造
動

態
調
査
に
よ
る
と
、
農
家
や
法

人
な
ど
の
農
業
経
営
体
数
（
２

月
１
日
現
在
）
は
前
年
比
５
・

４
％
減
の

万
５
１
０
０
と
な

り
、
現
行
形
式
の
デ
ー
タ
の
あ

る

年
以
降
、
初
め
て
１
０
０

万
を
下
回
っ
た
。

年
（
２
０

０
万
９
３
８
０
）
の
半
分
以
下

に
落
ち
込
ん
だ

高
齢
化
を
背
景

と
し
た
個
人
の
離
農
が
進
ん
だ

一
方
、
法
人
な
ど
は
増
加
し
た
。

農
業
経
営
体
の
内
訳
は
、
個

人
が
５
・
７
％
減
の

万
５

千
、
会
社
法
人
や
農
事
組
合
法

人
な
ど
の
団
体
が
１
・
５
％
増

の
４
万
１
０
０
だ
っ
た
。

農
林
水
産
業
を
通
じ
た
地
方
創
生
に
つ
い
て
考
え
る
「
地
域
経
済
活
性
化
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
ｉ
ｎ
長
崎
」
（
日
本
政
策
金
融
公
庫
、
長
崎
新
聞
社
主
催
）
が

日
、
長
崎
市
尾

上
町
の
出
島
メ
ッ
セ
長
崎
で
あ
っ
た
。
「
稼
げ
る
農
林
水
産
業
を
地
方
経
済
の
エ
ン
ジ

ン
に
」
を
テ
ー
マ
に
、
パ
ネ
ル
討
論
や
講
演
を
通
し
て
１
次
産
業
の
持
続
的
な
成
長
に

つ
い
て
議
論
し
た
。

シ
ン
ポ
は
３
部
構
成
。
第
１

部
の
パ
ネ
ル
討
論
で
は
、
大
石

賢
吾
知
事
が
、
県
内
の
農
業
所

得
率
が
向
上
し
、
新
規
の
就
農

者
が
増
え
て
い
る
現
状
を
報

告
。
ス
マ
ー
ト
農
業
普
及
に
よ

る
省
力
化
や
所
得
向
上
で
「
若

者
か
ら
選
ば
れ
る
快
適
で
も
う

か
る
農
業
の
実
現
が
必
要
だ
」

と
強
調
し
た
。
九
州
農
政
局
の

宮
﨑
敏
行
局
長
は
、
離
農
者
増

加
に
伴
う
労
働
力
確
保
や
農
地

継
承
、
輸
入
依
存
体
質
を
課
題

に
挙
げ
、
生
産
力
向
上
と
持
続

性
の
両
立
を
目
指
す
考
え
を
示

し
た
。
十
八
親
和
銀
行
の
山
川

信
彦
頭
取
は
、
取
引
先
な
ど
と

の
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
（
価
値

連
鎖
）
や
ふ
く
お
か
フ
ィ
ナ
ン

シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
生
か
し
「
成
長
を
支
援

し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

第
２
部
は
、
同
公
庫
の
前
農

林
水
産
事
業
本
部
長
、
新
井
毅

氏
が
「
地
方
創
生
と
し
て
の
農

政
と
変
貌
す
る
農
業
の
未
来
」

と
題
し
て
基
調
講
演
。
産
業
の

持
続
的
な
発
展
に
は
、
適
正
な

所
得
や
労
働
環
境
、
や
り
が
い

を
担
保
す
る
「
ホ
ワ
イ
ト
産
業

化
」
が
必
要
と
指
摘
。
最
近

年
で
、
農
業
収
入
の
水
準
が
上

が
り
、

歳
以
下
の
担
い
手
が

増
え
て
い
る
傾
向
を
示
し
「
き

つ
い
、
も
う
か
ら
な
い
、
若
者

が
や
り
た
が
ら
な
い
な
ど
従
来

の
農
業
の
イ
メ
ー
ジ
は
変
わ
り

つ
つ
あ
る
」
と
解
説
し
た
。

第
３
部
で
は
、
五
島
市
で
サ

ツ
マ
イ
モ
の
生
産
加
工
を
手
が

け
る
「
ア
グ
リ
・
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
」
と
熊
本
県
の
養
豚
業

「
セ
ブ
ン
フ
ー
ズ
」
の
代
表
者

が
、
自
社
で
取
り
組
む
持
続
可

能
な
農
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

を
紹
介
し
た
。

シ
ン
ポ
は
約
１
０
０
人
が
聴

講
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
約
３
５
０

人
が
視
聴
し
た
。（

六
倉
大
輔
）

農林水産業の持続的な発展について考えた地域経済活性化シンポ
ジウム ＝長崎市、出島メッセ長崎
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地
域
経
済
活
性
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ｉ
ｎ
長
崎

農林水産業の持続的な成長議論

「ホワイト産業化」必要と指摘も
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